
02

16

15  

輝け！　
  人生を変えた演劇の道

町民劇団TAKE TO YOU 稽古場にて
（P15に関連記事あり）

町民インタビュー

議員紹介動画を
始めました！

住民対話集会を
開催しました！

武豊町にも
演劇文化を作る！
― 中山真人さん

No.186
2024年2月1日発行

令和5年12月定例会

6月3月 9月 12月

議会たけとよ
未来のため

に考えよう、みんなも一緒に



より身近な議会へ
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議員紹介動画を始めました！
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武豊町議会では、新たな挑戦の一環として、動画配信を始めます！

動画配信を通じて、より開かれた議会を築いていきたいと思います。

温かく見守って いただければ幸いです。

議会だよりアンケート
動画の感想など
お聞かせください！！

2次元バーコードを
読み込んでみてください！

南  賢治 石原 壽朗

石川 よしはる

櫻井 雅美
松本 万之 石川 喜次

久野　勇
鈴木 一也

甲斐 百合子

本村  強
鳥居 美和

青木  信哉
とば ひさし

谷川 健一郎

梶田  進

福本 貴久
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○：賛成　●：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。

子育ての町を目指して

外壁補修に追加工事発生

臨時会とは、定例会とは別に、必要に応じて開かれ
る議会のことです。
11月臨時会では次のような議案について審議を行
いました。

臨時会令和5年  第３回

11月７日(火)

○臨時会ってなに？

東大高保育園等新築工事で建築工事、
電気設備工事、機械設備工事の契約に
関する議案を議決しました。

町営住宅外壁補修工事で当初の調査設計
より欠損が大幅に増加しました。また、工事
期間延長、追加工事費用が発生しました。

Q当初の調査設計より欠損などの数量が、大幅に増加し
た理由は？ 

A高所作業車を使用して目視調査などを実施したが、外
壁を高圧洗浄したら、調査で把握できない補修箇所を
発見したため。

Q換気扇掃除、バルコニー荷物移動、鳩よけネット取り付
けなどその他工事約300万円が想定できなかった理
由は？ 

A事前に把握できず、現場に入ってから判明したため。

Q初期設計の甘さによる工期延長の責任は？ 
A事業主体が負担するものと考えている。

建築工事
約10.6億円

電気設備工事
約1.9億円

機械設備工事
約3.5億円

町営住宅管理費　435万円（追加工事額 922万円）　

議員から質問！

他３件の議案は全員賛成により可決されました。 議案の採決結果 ▶▶▶

会　派　名 みらいきずな
政和
クラブ

公明党
議員団

議案名と主な内容
（議案名は一部省略しています）

議案
番号

採決結果で意見が分かれた議案（11月臨時会）

令和５年度武豊町一般会計補正予算 （第5号）第47号

本
村
　
強

梶
田 

進

と
ば 

ひ
さ
し

石
川
よ
し
は
る

南 

賢
治

鳥
居 

美
和

甲
斐
百
合
子

櫻
井 

雅
美

福
本 

貴
久

久
野 

勇

石
原 

壽
朗

鈴
木 

一
也

青
木 

信
哉

谷
川
健
一
郎

松
本 

万
之

石
川 

喜
次

無会派

可○○●○○○○○○○○○議 

長○○○

採
決
結
果

01
子育て

02
まちづくり
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家計に嬉しい応援！水道料金

過去を含めた消費税の支払い

他19件の議案は全員賛成により可決されました。 議案の採決結果 ▶▶▶

会　派　名 みらいきずな
政和
クラブ

公明党
議員団

議案名と主な内容
（議案名は一部省略しています）

議案
番号

○：賛成　●：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。採決結果で意見が分かれた議案（12月定例会）

議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する
条例の一部改正第56号

町長、副町長の給与に関する条例の一部改正第57号

教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件
及び職務専念義務の特例に関する条例の一部改正第58号

フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の
一部改正第61号

パートタイム会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の一部改正第62号

町営住宅Ａ棟外壁改修工事請負変更契約の締結第69号

本
村
　
強

梶
田 

進

と
ば 

ひ
さ
し

石
川
よ
し
は
る

南 

賢
治

鳥
居 

美
和

甲
斐
百
合
子

櫻
井 

雅
美

福
本 

貴
久

久
野 

勇

石
原 

壽
朗

鈴
木 

一
也

青
木 

信
哉

谷
川
健
一
郎

松
本 

万
之

石
川 

喜
次

無会派

可○●○○○○○○○○○－○○○

採
決
結
果

可○●●○○○○○○○○－○○○

可○●●○○○○○○○○－○○○

可○●○○○○○○○○○－○○○

可○●○○○○○○○○○－○○○

可○○●○○○○○○○○－○○○

議 

長

02
福祉

国からの交付金の活用により、令和5
年12月～令和6年3月の4カ月間分の水
道基本料金が減免されます。手続きは
不要です。

社会福祉法人などに委託した障害者相談
支援事業は消費税が非課税と認識してい
たが、課税対象とされたため、６年間分の
消費税を支払います。

水道事業費　4751万円

令和5年  第4回

12月１日(金)～18日(月)

定例会

定例会とは、１年に4 回開かれる議会のことです。
12月定例会では25件の議案を審議しました。

○定例会ってなに？

01
水道

Q過去の消費税を申告するには、延滞税がかからないのか。

A延滞税が発生した場合は、事業者に負担していただく。

議員から質問！
障害者地域生活支援事業費　1667万円

期末手当・給与等に関する条例の一部
改正について(議案56～58、61、62号)

期末手当引き上げに反対
人事院勧告内の引き上げであるが、令和5年
は算定基礎額100分の20を100分の45に引
き上げており、二重の引き上げになることか
ら反対する。

議案第56号については、国の法律改正や人事
院勧告に準拠した内容。新人議員の頑張る姿
を目の当たりにし、さらに、多くの町民に議会
への門戸を大きく開くためにも必要だ。

議会への門戸を開くために！

討論の全文掲載はこちら→

梶田  進
かじた すすむ

本村   強
もとむら　   つよし

議員討論
反対
討論

賛成
討論



きずな  石川 喜次
いしかわ　    よしじ

会
派
代
表

手話通訳者・要約筆記者の
申請方法も掲載しております。

※予定は変更する場合があります。
　詳しくはホームページをご確認ください。

テレビで議会を観てみませんか？

次回の議会は…

どなたでも傍聴可能です。
2階の議場の入り口にて
受付をしております。

お気軽にお越しください。

［ 12月4日･5日 ］
15人の議員が質問

傍聴の
ご案内

議
員
が
町
政
を
問
う

一
般
質
問

質
問
に
は
会
派
代
表
で
行
う
も
の
と
、個
人
質
問
が
あ
り
ま
す
。

各
記
事
は
質
問
を
し
た
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

議会を傍聴できます！

3/1（金） 14時～開会予定！
請願・陳情の提出期限は
２/２１（水）まで！

一般質問は3/4（月）・5（火）開催予定！
３/10（日）・23（土）に
CCNCケーブルテレビにて放送予定！

第６次総合計画の推進の取り
組みと令和６年度予算編成方
針を確認する。

《答弁部署の略号》
総 総務部 企 企画部 福 健康福祉部 経 生活経済部 建 建設部 教 教育部

Q
将
来
に
向
け
、
特
に
力
を
入

れ
て
い
く
取
り
組
み
は
。

A

　

市
街
地
・
住
環
境
お
よ

び
交
通
基
盤
の
整
備
を
進
め
、

子
ど
も
医
療
費
の
扶
助
お
よ

び
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
充
実

を
図
り
、一
人
で
も
多
く
の
人

に「
住
み
た
い
ま
ち
」と
思
わ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

Q
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
の
養

成
・
育
成
の
主
な
取
り
組
み
は
。

A　

提
案
型
協
働
事
業
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
講
座
を
中
心

に
、
担
い
手
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

Q
令
和
６
年
度
予
算
編
成
に

お
け
る
財
政
面
の
特
徴
は
。

A　

一
般
会
計
当
初
予
算
の

歳
出
要
求
額
は
１
９
９
億
円
。

そ
れ
に
対
し
、
歳
入
要
求
額
は

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
と
地
方

債
を
除
い
て
約
１
６
５
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
財
源
不
足

は
、
地
方
債
の
適
債
事
業
の
選

択
と
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
に
よ
り
確
保
し
て
い
き

た
い
。

Q
予
算
編
成
過
程
に
お
け
る

「
透
明
性
」の
取
り
組
み
の
現

状
は
。

A　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
予
算
編
成
方
針

な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
公
表
し
て
い
き

た
い
。 総

企総

▲未来のまちへ（武豊町第6次総合計画より）
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Q 総合計画の推進の取り組みは

A 重点施策方針の推進に努める

町長

※

適
債
事
業…

地
方
債
の
発
行
対
象
と
し
て

　
適
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
事
業
の
こ
と

　
で
す
。

※



公明党議員団  鳥居 美和
とりい　　　み わ

みらい  櫻井 雅美
さくらい　　まさみ

会
派
代
表

80歳までに３人に一人が発症
するとされる帯状疱疹。予防に
はワクチン接種が効果的！

武豊町はマタニティから子育
て支援・教育に一貫した方向
性があるのか。

度
設
計
や
体
制
に
つ
い
て
、
準
備

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

Q
具
体
的
に
い
つ
頃
に
な
り
ま

す
か
。

A　

令
和
６
年
度
の
早
い
時

期
に
、
接
種
助
成
の
受
付
が
開

始
で
き
る
よ
う
、
調
整
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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Q ワクチン接種の助成いつ頃か

A 令和6年度の早い時期に調整

Q
帯
状
疱
疹
、
ま
た
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の

質
問
、
問
い
合
わ
せ
は
あ
り
ま

す
か
。

A　

接
種
助
成
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
お
い
て
も
、
既
に
複

数
回
、
電
話
や
書
面
に
よ
り
、

ご
質
問
や
ご
要
望
を
頂
い
て
い

る
状
況
で
す
。

Q
第
６
次
武
豊
町
総
合
計
画
に

基
づ
く
実
施
計
画
で
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
５
２
０
万

円
の
助
成
が
掲
げ
ら
れ
ま
し

た
。
本
町
と
し
て
、
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い

て
今
後
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。

A　

本
町
で
は「
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」を
実
現

す
る
た
め
、
国
に
先
行
し
て
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
が
必
要
と
判
断
し
、
実
施

計
画
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、で
き
る

だ
け
早
期
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

医
療
機
関
と
調
整
を
図
り
、
制

A　

現
時
点
で
は
そ
う
い

う
考
え
で
や
っ
て
い
る
が
、

保
護
者
ニ
ー
ズ
は
汲
み
取
っ

て
運
営
し
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度

Q
モ
デ
ル
校
は
。
ま
た
、
学
校

運
営
協
議
会
委
員
の
人
選
は
。

A　

モ
デ
ル
校
は
衣
浦
小
学

校
。
委
員
の
人
選
は
学
校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
と
副
会
長
・
教
育
委

員
会
で
進
め
て
い
る
。
募
集
は

考
え
て
い
な
い
。

Q コミュニティスクール制度は

A 来年度から衣浦小学校で開始

保
育
士
の
離
職
・
採
用
の
た

め
に

Q
障
が
い
児
保
育
で
は
い
つ

も
保
育
士
不
足
を
理
由
に
受

け
入
れ
が
難
し
い
と
い
う
答
弁

が
続
い
て
い
る
。
保
育
士
不
足

解
消
の
た
め
に
、
他
の
自
治
体

と
同
じ
よ
う
な
募
集
で
は
な

く
、
民
間
を
参
考
に
髪
の
色
、

ネ
イ
ル
な
ど
を
自
由
に
し
、
保

育
士
の
モ
ラ
ル
に
任
せ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
保
育
士
離
職
を

防
ぐ
た
め
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
園

に
特
徴
を
持
た
せ
、
公
立
保
育

園
の
多
様
化
を
し
て
は
ど
う

か
。

A　

公
立
の
保
育
園
な
の
で

あ
ま
り
大
き
な
違
い
を
出
す
こ

と
は
難
し
い
が
、
園
の
規
模
や

地
域
の
環
境
に
よ
っ
て
特
徴
を

出
し
て
い
る
。
同
じ
サ
ー
ビ
ス

は
あ
る
程
度
、
公
平
性
を
保
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

Q
平
等
と
公
平
は
違
う
。本
町

で
は
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
こ
と

が
公
平
だ
と
い
う
認
識
な
の
か
。

▲子どもの笑顔を守るために

福

福教

福

町長

町長



みらい  福本 貴久
ふくもと　 たかひさ

政和クラブ  南  賢治
みなみ　　けんじ

自助は必要であるが、万が一
の時に町民は、職員・消防署
員・消防団員を頼りにしている。

知多半島でバーベキュー場
がないのは武豊町だけ、コ
ミュニティーの向上のため
作って！

会
派
代
表

個
人
質
問

Q
悪
路
を
走
行
で
き
る
車
高

の
高
い
車
や
四
輪
駆
動
車
な
ど

の
車
両
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

A　

四
輪
駆
動
車
に
つ
い
て

は
、
４
台
所
有
し
て
い
る
が
、

全
て
車
高
の
低
い
車
で
あ
る
。

今
後
は
災
害
の
際
に
、
円
滑
に

パ
ト
ロ
ー
ル
や
復
旧
作
業
な
ど

が
で
き
る
公
用
車
に
つ
い
て

は
、
公
用
車
の
買
い
替
え
の
際

に
、
検
討
を
し
て
行
く
。

議会たけとよ   No.186  2024年2月1日発行　　08

Q 雨水排水能力向上の整備は

A 雨水排水対策を進める

Q
本
町
の
排
水
能
力
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
想
定
を
し
て

整
備
を
進
め
て
行
く
の
か
。

A　

現
在「
武
豊
町
雨
水
排

水
計
画
書
」に
基
づ
い
て
10
年

に
一
度
程
度
降
る
大
雨（
時
間

降
雨
量
68
・
6
ミ
リ
）に
対
応

で
き
る
よ
う
整
備
を
行
っ
て
お

り
、
新
た
な「
武
豊
町
雨
水
管

理
総
合
計
画
」を
策
定
し
、
令

和
25
年
度
を
計
画
目
標
に
雨

水
排
水
対
策
を
進
め
て
行
く
。

Q
豪
雨
な
ど
に
よ
る
避
難
所

の
開
設
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合

に
開
設
さ
れ
る
の
か
。

A　

避
難
情
報
に
は
、
警
戒

レ
ベ
ル
１
か
ら
５
ま
で
の
５
段

階
あ
り
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
の

「
高
齢
者
等
避
難
」の
場
合

は
、
24
時
間
あ
た
り
の
予
想
雨

量
が
２
７
０
ミ
リ
以
上
と
発
表

さ
れ
た
場
合
に
、
１
時
間
あ
た

り
30
ミ
リ
か
ら
50
ミ
リ
の
雨
が

降
り
始
め
る
予
想
時
間
の
３
時

間
前
で
、
か
つ
日
没
３
時
間
前

に
発
令
し
、
避
難
所
を
開
設
す

る
。

施
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

さ
れ
た
。

　

武
豊
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
は
、

総
合
公
園
予
定
地
と
も
隣
接
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、
協

働
し
て
こ
の
エ
リ
ア
を
活
用
し

て
い
く
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
買
戻
し

の
完
了
前
に
も
協
議
な
ど
を
進

め
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
く
。

そ
の
他
、
環
境
問
題
に
つ
い
て

も
質
問
を
し
た
。

Q 武豊にバーベキュー場は

A 総合公園基本設計を見直す

Q
総
合
公
園
を
ど
の
よ
う
に

整
備
し
て
い
く
の
か
。

A　

総
合
公
園
の
整
備
に
当

た
っ
て
、
ま
ず
は
土
地
取
得
が

大
前
提
で
あ
る
こ
と
か
ら
、土

地
の
多
く
は
、
半
田
市
土
地
開

発
公
社
を
活
用
し
、
段
階
的
に

取
得
し
て
き
た
。

　

現
在
、
本
町
名
義
と
す
る
た

め
、
公
社
か
ら
土
地
の
買
戻
し

を
進
め
て
お
り
、
令
和
16
年
度

頃
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

現
時
点
の
想
定
と
し
て
、土

地
の
買
戻
し
を
終
え
る
前
に
、

ま
ず
は
、
平
成
10
年
３
月
に
策

定
し
た
武
豊
町
総
合
公
園
基
本

設
計
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
行
い

た
い
。

　

そ
の
際
に
は
、
整
備
方
針
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
す
る
な
ど
、
現
在
の
ニ
ー

ズ
な
ど
を
改
め
て
把
握
し
た
い
。

　

そ
の
結
果
を
も
と
に
、
整
備

計
画
を
練
り
上
げ
、
時
代
に

合
っ
た
公
園
整
備
に
繋
げ
て
い

き
た
い
。

　

な
お
、
先
日
、
武
豊
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
民
間
事

業
者
が
飲
食
店
の
再
整
備
を
実

町長

▲民間事業者と隣接する森

総

総

町長



きずな  鈴木 一也
すずき　　かずなり

本村  強
もとむら　　つよし

個
人
質
問

スポーツで武豊らしさをアピー
ル、スポーツでまちを元気に！

第9期介護保険事業計画作
成が大詰めの段階を迎えて
いる。保険料抑制の工夫を。

ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
推
進
も
併
せ

て
考
え
て
い
く
。

Q
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
３
O
N
３
な

ど
を
、
気
軽
に
楽
し
め
る
施
設

が
必
要
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

A　

計
画
策
定
を
進
め
る
段

階
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い

く
。
今
後
は
民
間
の
力
を
借
り

な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
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Q スポーツ推進計画はあるか

A 令和6年度より策定を進める

Q
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
令
和
４
年

４
月
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」が
、
国
の
施

策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
全

国
各
地
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用

し
た
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り

の
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
。
本

町
に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
計
画
は
あ
る
か
。

A　

現
状
、
計
画
は
な
い
が
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
第
３
期
ス
ポ
ー

ツ
基
本
計
画
と
愛
知
県
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
を
参
酌
し
て
、
令

和
６
年
度
か
ら
計
画
策
定
に
向

け
、
取
り
組
む
。

Q
ス
ポ
ー
ツ
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

A　

 「
た
け
と
よ
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ

ａ
ｙ
」の「
た
け
と
よ
ウ
ォ
ー

カ
ー
」で
本
町
を
知
っ
て
い
た

だ
く
イ
ベ
ン
ト
や
、「
ゆ
め
た
ろ

う
ス
マ
イ
ル
マ
ラ
ソ
ン
」で
は
、

毎
回
町
外
か
ら
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ

観
光
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

計
画
策
定
の
中
で
、
広
域
で
の

教教

教

A　

決
め
ら
れ
た
基
金
の
目

的
と
使
途
に
沿
っ
て
、
対
応
し

て
い
く
。

Q
現
状
の
第
１
号
保
険
料
の
所

得
階
層
表
は
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。

階
層
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

保
険
料
の
負
担
感
軽
減
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

A　

国
の
指
針
も
、
段
階
を

増
や
し
、
低
所
得
層
の
保
険

料
軽
減
と
な
っ
て
い
る
。
本

町
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
。

Q 第1号保険料の方向性は

A 段階を増やし、低所得者軽減

Q
第
９
期
計
画
期
間
内
に
介
護

給
付
費
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

が
、
ど
れ
ほ
ど
と
見
込
む
の
か
。

A　

２
０
０
人
ほ
ど
の
介
護
認

定
者
の
増
加
を
見
込
み
、６
億

６
千
万
円
ほ
ど
と
推
計
し
て
い

る
。

Q
介
護
給
付
費
の
増
加
抑
制

の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

A　

本
町
が
平
成
19
年
度
か

ら
始
め
た「
憩
い
の
サ
ロ
ン
」事

業
は
、
町
内
14
か
所
で
、
高
齢

者
の
通
い
の
場
と
し
て
多
く
の

方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
高
齢

者
の
介
護
予
防
に
貢
献
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も

継
続
す
る
こ
と
で
、
給
付
費
の

上
昇
を
緩
や
か
に
し
て
い
き
た

い
。

Q
介
護
給
付
費
準
備
基
金
は

６
億
２
千
万
円
ほ
ど
で
あ
る
が

第
１
号
保
険
料
低
減
の
た
め
の

取
り
崩
し
も
あ
る
と
考
え
て
よ

い
か
。

▲元気で賑やか憩いのサロン

▲日本発祥の男子新体操（武豊中学校男子新体操部）

福福

町長町長



政和クラブ  石川 よしはる
いしかわ

公明党議員団  甲斐 百合子
か い　　　ゆ り こ

住民の声をしっかり反映し、
住民が使いやすく喜んでいた
だける新庁舎の建設を。

同性同士のカップルやその
親子を家族として認め、自治
体が証明書を発行する制度。

個
人
質
問

　

今
後
、
令
和
７
年
度
に
新
庁

舎
の
基
本
構
想
の
策
定
、
令
和

８
年
度
に
新
庁
舎
の
基
本
計
画

の
策
定
、
令
和
９
年
度
か
ら
11

年
度
に
か
け
て
基
本
設
計
お
よ

び
実
施
設
計
を
予
定
し
て
い

る
。
建
設
工
事
は
令
和
12
年
度

か
ら
令
和
13
年
度
を
想
定
し
て

い
る
。

　

新
庁
舎
の
供
用
開
始
時
期

は
、
令
和
13
年
度
を
目
標
に
進

め
て
い
く
。
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Q 新庁舎の供用開始時期は

A 令和13年度を目標に進める

Q
庁
舎
の
総
事
業
費
を
ど
の
程

度
に
見
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

A　

他
市
町
に
お
け
る
庁
舎

整
備
の
事
例
を
参
考
に
す
る

と 

、現
時
点
に
お
い
て
、60
億
円

程
度 

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

Q
新
庁
舎
建
設
の
財
源
を
、
ど

の
よ
う
に
手
当
て
す
る
考
え
か
。

A　

年
度
に
よ
る
負
担
が
偏

ら
な
い
よ
う
、 

目
的
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
や
、
町
債
の
活
用

に
よ
り
財
源
を
確
保
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Q
今
後
、
庁
舎
建
設
に
向
け
、

ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
の
か
。

A　

新
庁
舎
の
建
設
予
定
地

と
し
て
、
武
豊
中
央
公
園
南
側

の
町
有
地
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
エ
リ
ア
は
名
鉄
知
多
武
豊

駅
西
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は

「
公
共
機
能
集
積
エ
リ
ア
」と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
２
年
で
、
基
本
構

想
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

A　

本
町
に
お
い
て
も
、令
和

６
年
４
月
か
ら
の
制
度
導
入
に

向
け
、現
在
、両
制
度
の
申
請
方

法
お
よ
び
、利
用
可
能
な
サ
ー

ビ
ス
の
確
認
な
ど
、諸
課
題
の

整
理
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、企
画
政
策
課
を
窓
口
に
、

広
報
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
の
周
知
を
始
め
、準
備
を
し

て
い
く
。

Q ファミリーシップ制度導入は

A 4月の制度導入をめざす！

Q
性
的
少
数
者
の
方
々
に
つ
い

て
、
本
町
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
認
識
を
し
て
い
ま
す
か
。

A　
「
性
の
多
様
性
」へ
の
理

解
を
深
め
、
誰
も
が
尊
重
出
来

る
社
会
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

Q
本
町
に
お
い
て
、パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

プ
制
度
を
導
入
し
た
場
合
、ど

の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
か
。

A　

制
度
構
築
の
際
の
検
討

事
項
だ
が
、
所
得
課
税
証
明
書

や
納
税
証
明
書
の
交
付
手
続
き

時
に
委
任
状
を
必
要
と
し
な
い

家
族
に
準
ず
る
形
で
の
申
請

や
、
同
居
親
族
と
し
て
町
営
住

宅
の
入
居
申
し
込
み
を
可
能
と

す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

Q
本
町
で
も
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

▲公共機能集積エリアのイメージ

企 企

町長

町長町長町長



きずな  石原 壽朗
いしはら　 じゅろう

個
人
質
問

屋内温水プール「ＣＣＮＣプー
ルたけとよ」を活用した健康増
進を。

みらい  久野　勇
く の　   いさむ

大災害が起きたら、皆がパ
ニックになる。特に避難行動要
支援者への配慮はどうするの。

ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
つ
い
て
も
意

見
交
換
を
行
い
、
各
企
業
と
連

携
で
き
る
よ
う
に
調
整
を
し
て

い
き
た
い
。

Q
他
市
町
か
ら
の
利
用
者
を

増
や
し
、
事
業
収
益
を
高
め
る

た
め
に
も
、
本
施
設
利
用
券
を

「
ふ
る
さ
と
返
礼
品
」に
加
え

て
は
ど
う
か
。

A　

全
国
に
は
公
共
施
設
の

プ
ー
ル
利
用
券
な
ど
を
返
礼
品

と
し
て
提
供
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
、
事
業
者
と
調
整
を

図
っ
て
い
く
。
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Q 多目的室の料金見直しは

A 利用料の一部を町として補助

Q
各
施
設
が
好
評
の
な
か
、

防
音
機
能
を
備
え
た「
多
目
的

室
」の
み
開
館
当
初
か
ら
利
用

者
が
少
な
い
。
ま
ず
は
施
設
を

体
験
し
て
も
ら
う
た
め
料
金

見
直
し
を
し
て
、
稼
働
率
を
上

げ
て
は
ど
う
か
。

A　

憩
い
の
サ
ロ
ン
や
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
合
、
福
寿
大
学
な

ど
で
宣
伝
を
し
て
い
る
が
利
用

者
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
な

い
。
来
年
度
の
早
い
段
階
で
、

温
浴
施
設
と
同
様
に
高
齢
者

を
対
象
で
補
助
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
検
証
し
て
今
後
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
現
役
世
代
か
ら
成
人
病
予
防

を
意
識
し
て
も
ら
う
た
め
、民
間

の
健
康
保
険
組
合
と
連
携
し
て
、

施
設
全
体
の
利
用
者
拡
大
や
利

用
料
軽
減
を
支
援
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

A　

 
本
町
健
康
課
が
町
内
企

業
の
健
康
保
険
担
当
者
ら
と
定

期
的
に
情
報
交
換
を
図
る「
企

業
健
康
情
報
交
換
会
」を
開
催

し
て
い
る
。
そ
の
際
、
本
町
の

教

教

▲本町の魅力のひとつ「CCNCプールたけとよ」

開
設
避
難
所
内
の
教
室
を「
要

支
援
者
ス
ペ
ー
ス
」と
し
て
利

用
し
、
福
祉
避
難
所
の
受
入
れ

が
可
能
に
な
っ
た
時
点
で
ト
リ

ア
ー
ジ
を
行
い
、
受
入
れ
可
能

人
数
に
応
じ
て
移
送
す
る
。

Q
福
祉
避
難
所
の
収
容
人
数

が
少
な
す
ぎ
る
が
、
増
や
す
考

え
は
。

A　

重
要
か
つ
急
務
と
考
え
、

町
内
に
あ
る
福
祉
関
係
施
設
や

宿
泊
施
設
に
災
害
時
の
利
用
に

つ
い
て
協
力
を
求
め
て
い
く
。

　
　
　
　

Q 避難行動要支援者への配慮は

A 受入れ体制の見直し強化

Q
避
難
行
動
要
支
援
者
の
推

移
や
名
簿
の
活
用
は
。
ま
た
個

人
情
報
の
為
、
本
人
の
同
意
が

な
い
と
開
封
出
来
な
い
事
と

な
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
は
安

否
確
認
や
支
援
の
対
応
が
遅

れ
る
事
と
な
る
が
、
本
人
は
本

当
に
承
知
し
て
い
る
の
か
。

A　

要
支
援
者
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
名
簿
は
関
係
先
に
配

布
し
情
報
共
有
し
て
い
る
。
開

示
に
同
意
さ
れ
な
い
方
に
は
、

安
否
確
認
や
支
援
が
遅
れ
る
リ

ス
ク
を
認
識
し
て
頂
け
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

Q
被
災
者
は
一
次
開
設
避
難
所

の
受
付
で
ト
リ
ア
ー
ジ
を
受
け
、

必
要
に
応
じ
福
祉
避
難
所
へ
移

送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

事
前
に
福
祉
避
難
所
に
移
送
さ

れ
る
事
が
解
っ
て
い
る
場
合
、直

接
避
難
所
に
行
っ
た
方
が
良
い

と
思
う
が
。

A　

 
本
町
で
の
福
祉
避
難
所

４
か
所
で
受
入
れ
可
能
数
は
計

80
名
程
度
で
あ
り
、
物
理
的
に

対
応
は
難
し
い
。
当
面
は
一
次

総総

総

▲一次開設避難所でのトリアージ訓練

町長



きずな  谷川 健一郎
たにがわ　  けんいちろう

とば ひさし

まちづくりに合わせ地場産業の
支援から貧困や少子化改善も
視野に入れた実施計画を。

返済不要の奨学金で経済的
な理由で学校をあきらめる子
を減らす！

個
人
質
問

の
意
見
は
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

A　

武
豊
町
商
工
会
に
設
計

段
階
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

    Q
初
め
か
ら
完
璧
な
制
度
設

計
は
難
し
い
た
め
、創
業
支
援
、

中
小
企
業
応
援
の
両
補
助
事

業
と
も
に
、
実
績
に
基
づ
き
見

直
し
を
行
う
考
え
は
。

A　

事
業
を
進
め
る
中
で
ご

意
見
や
ご
要
望
、
交
付
状
況
を

確
認
し
、
必
要
に
応
じ
見
直
し

を
考
え
る
。
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Q 高度化見守りカメラの導入は

A 先行事例を調査研究する

Q
に
ぎ
わ
い
創
出
エ
リ
ア
の
基

本
構
想
策
定
の
時
期
、
内
容

は
。

A　

早
期
に
意
向
調
査
な
ど

に
取
り
組
み
、
令
和
８
年
度
ま

で
に
方
向
性
や
事
業
手
法
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
策
定
を
想

定
し
て
い
る
。

Q
に
ぎ
わ
い
創
出
エ
リ
ア
に
関

す
る
調
査
と
民
間
企
業
へ
の

デ
ー
タ
の
公
表
は
。

A　

基
礎
資
料
と
し
て
交
通

量
調
査
を
実
施
し
た
。
利
用
目

的
を
踏
ま
え
調
査
デ
ー
タ
の
提

供
は
可
能
。

Q
ま
ち
づ
く
り
に
有
効
な
人

流
の
計
測
や
叫
び
声
に
反
応

す
る
な
ど
の
Ａ
Ｉ
搭
載
の
高
度

化
見
守
り
カ
メ
ラ
を
導
入
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

A　

他
市
町
の
事
例
を
参
考

に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Q
創
業
支
援
補
助
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間
企
業

Q
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
実
施
予
定
は
。

A　

不
透
明
な
部
分
が
多
い
の

で
現
時
点
で
は
判
断
が
難
し
い

状
況
。

Q
国
の
令
和
５
年
度
補
正
予

算
で
モ
デ
ル
事
業
の
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
の
補
助
金
が
出

た
が
、
活
用
し
な
い
の
か
。

A　

体
制
の
準
備
が
間
に
合

わ
な
い
。　
　
　

Q 返済不要の奨学金制度創設は

A 奨学金の創設は考えていない

（
目
的
）最
大
1
6
1
万
円
の
給

付
型
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
な
い

子
供
に
年
額
50
万
円×

20
人
の

武
豊
町
独
自
の
返
済
不
要
の
奨

学
金
制
度
を
設
立
し
た
い
。
経

済
的
理
由
で
大
学
を
諦
め
る
子

供
を
減
ら
し
、
武
豊
町
の
子
育

て
夫
婦
を
増
や
す
。
ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
・
応
援
し
て
頂
き
、

奨
学
金
継
続
を
目
指
す
。

Q
返
済
不
要
の
奨
学
金
制
度

を
設
立
の
考
え
は
。

A　

給
付
を
受
け
る
方
が
少

数
で
、
税
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
町
民
に
納
付
頂
い
た
町
税

等
で
実
施
す
る
の
は
難
し
い
た

め
、
返
済
不
要
の
奨
学
金
の
創

設
は
考
え
て
な
い
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

返
済
不
要
の
奨
学
金
制
度
設
立

は
有
効
的
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A　

本
町
が
実
施
す
る
事
業

で
あ
れ
ば
、ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
額
を
充
当
し
、
活
用
す
る

こ
と
は
可
能
。

▲高度化見守りカメラ

教企

福福

建建総

経 経



梶田  進
かじた　    すすむ

きずな  松本万之
まつもと　かずゆき

個
人
質
問

認知症予防に有効といわれて
いる加齢性難聴者に補聴器の
購入費助成をされたい

人生1００年時代を向かえる中
で、本町における健康寿命延
伸に向けての対策は如何に。

Q
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
若
年
性
難
聴

者
は
41
歳
以
上
を
対
象
と
し

て
い
る
。
難
聴
者
の
確
認
と
補

聴
器
購
入
費
助
成
を
積
極
的

に
進
め
ら
れ
た
い
。

A　

国
の「
認
知
症
施
策
推
進

総
合
戦
略
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
」に
お
い
て
、
難
聴
が
認
知

症
の
危
険
因
子
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
認
知
症
予
防
に

補
聴
器
の
利
用
が
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
先
進
事
例
を
参
考
に
進
め

て
い
き
た
い
。
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Q 加齢性難聴への補助金助成は

A 先進事例を参考に進める

Q
個
人
的
に
難
聴
か
な
と

思
っ
て
も
、
自
己
判
断
が
難
し

い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
個
人

的
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
よ
い
の
か
。

A　

耳
の
聞
こ
え
が
気
に
な

る
場
合
は
、
自
己
判
断
せ
ず
、

耳
鼻
科
の
医
師
に
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
基
準
に
該
当
す
る
か

相
談
を
お
勧
め
す
る
。
手
帳
が

交
付
さ
れ
れ
ば
、
補
聴
器
費
用

の
支
給
が
受
け
ら
れ
る
。

Q
加
齢
性
難
聴
に
独
自
の
補
助

制
度
を
設
け
て
い
る
、県
内
の
自

治
体
数
は
。ま
た
、助
成
内
容
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A　

 
現
在
実
施
７
自
治
体
。

手
帳
の
無
い
65
歳
以
上
や
70

歳
以
上
の
方
が
対
象
で
、
聴

力
レ
ベ
ル
は
30･

40･

50
デ
シ
ベ

ル
以
上
と
様
々
に
設
定
さ
れ

て
い
る
。

　

助
成
額
は
購
入
費
用
の
半

額
が
多
く
、
助
成
の
上
限
額

は
、
１
万
５
千
円
か
ら
３
万
円

の
範
囲
と
な
っ
て
い
る
。

福福

Q
「
運
動
・
身
体
活
動
」に
つ
い

て
の
進
捗
状
況
は
。

A　

生
活
習
慣
病
予
防
の
主

な
事
業
と
し
て「
健
康
た
け
と

よ
ス
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
推

進
」と「
身
体
を
動
か
す
メ
リ
ッ

ト
の
情
報
発
信
」を
実
施
し
た
。

特
典
付
き
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー

ト
を
配
布
し
、
小
中
学
校
や
憩

い
の
サ
ロ
ン
に
て
事
業
の
周
知

を
図
り
、
子
育
て
家
族
や
高
齢

者
が
身
体
を
動
か
す
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

Q 健康寿命延伸への取り組みは

A 健康情報の発信を十分に行う

Q
「
第
２
期
健
康
た
け
と
よ
21

ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
第
２
回
中
間

評
価・見
直
し
」の
進
捗
状
況
は
。

A　

健
康
情
報
の
発
信
が
十

分
で
な
い
こ
と
が
共
通
課
題
と

分
か
っ
た
こ
と
か
ら「
今
ま
で
な

か
っ
た
機
会
で
、
必
要
な
人
に

必
要
な
健
康
情
報
を
」と
い
う

テ
ー
マ
で
情
報
発
信
に
努
め
、

朝
食
や
野
菜
の
摂
取
の
推
奨
や

口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
の
周
知
を

進
め
て
い
る
。

Q
分
野
別
評
価
の
う
ち「
健

康
づ
く
り
」に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
は
。

A　

健
康
寿
命
の
延
伸
、
健

康
格
差
の
縮
小
、
生
活
習
慣
病

の
発
症
と
重
症
化
予
防
を
目
標

に
、
目
指
す
姿
を「
か
ら
だ
も

点
検
！
今
す
ぐ
始
め
よ
う
、
全

身
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」と
し
、
主
な

事
業
と
し
て「
健
康
無
関
心
層

も
集
ま
る
場
所
で
の
健
康
情
報

の
発
信
」と「
個
別
医
療
機
関

で
の
が
ん
検
診
の
拡
充
」を
実

施
し
た
。

▲第２期健康たけとよ21スマイルプラン

福

福 福

町長
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自学自習に合わせた活用へ！
Q不登校児童・生徒のタブレット使用に
よる学習はどのようになっているのか。

Aタブレットを自宅に持ち帰り、タブレッ
トドリルやアプリを使用し、家庭での
学習を進めている。教室で行ってい
る授業を配信し、視聴できる環境整
備はされている。

教育支援センター「ステップ」で
は、学校同様のタブレット学習が
進められている。また、通うこと
が困難な児童生徒は、自宅から
も授業を受けられるようになり、
今年度は、中学校から授業配信
を行った。

自学自習の体制に合わせることができてよい。

生徒会でアンケートのためにタブレットを活用した
り、不登校生徒への授業配信をしたりしている。
生徒は使うことが当たり前になってきている。

リモート授業への活用ができてうれしい。

教科書だけでは理解できない内容の
動画解説がとても役立っている。

アプリの管理やタブレットの容量に課題を感じる。

視覚、聴覚で学べるため、苦手教科
も学習に取り組めるようになった。

その後
どうなった

？

中学校やステップの先生に聞いてみました！生徒や保護者に聞いてみました！

そ
の
後

行政視察リポート
新庁舎は耐震対策を万全に

議員が行く！

総務企画
委員会

建設経済
委員会

　空き家を、福祉や地域活動の拠点として活用するな
ど、空き家をつくらない様々な取り組みがありました。

福岡県福岡市議会･社会福祉協議会 11月9日

　熊本地震を乗り越え、復興のまちづくりに全力の益
城町へ視察に行きました。参考になるアイデアや力強
さを感じました。

熊本県益城町 11月10日

　議会タブレットを導入し、5年間で180万枚の紙を
削減しています。本町議会でもペーパーレスをさらに
促進させていきます。

長野県長野市議会 10月30日

　新庁舎は免震構造と地下駐車場が一体となってお
り、震度7程度の地震に対応できます。雨の日も利用し
やすく、高齢者の方や障がいをお持ちの方にも優しい
駐車場になっており、大変参考となりました。

長野県安曇野市議会 10月31日

空き家とまちづくりを視察！

当たり前になりつつあるタブレット学習

安曇野市新庁舎 新庁舎の駐車場 益城町復興まちづくりセンター

※砂川会館内の教育支援センター「ステップ」では、不登校やその傾向にある児童生徒に、学校復帰のための支援や
社会的自立に向けた学習の指導を行っています。今後も個人に合わせた学習方法を選択できるように事例研究や
聞き取りを進めていきます。

（令和4年3月議会）



演劇を始めたきっかけは
　本当は声優を目指していました。昔から声だけは褒め
られていたので。高校卒業してから声優の養成所に通い
始めました。しかし、なかなか結果が出ず、もっと演技力
を磨こうと思いました。そしたらあるじゃありませんか、地
元に劇団が（笑）。それがきっかけで、劇団に入団し、今
では2代目の代表をしています。

演劇の面白さは
　創造する楽しさです。役者は脚本からその世界を読み
とり、役作りしていく。みんなで物語を作り上げ、最後は
舞台でお客さんに観てもらい喜んでもらうことです。

やってて良かったことは
　自分の人生の可能性が広がったことです。劇団を始
める前は交友関係が狭く、地域の行事に参加することは
ありませんでした。劇団を始めたことでいろんな行事やイ
ベントに呼ばれるようになりました。名古屋の忍者隊、海
外の劇団と一緒に全国を周る、はんだ山車まつりの映画
主演など劇団に入ったことでご縁をいただけました。

今後の目標は
　演劇の素晴らしさを伝えたいです。お芝居を作るのは
とても大変ですが、作り上げた時の感動は格別です。部
活動の地域移行も始まり、子供の選択肢の一つとなる受
け皿になりたいです。劇団員は社会人や学生が多いの
で、みんなの想いを受け止めつつ、地域から応援される
劇団を作っていきたいと思います。

2023年度定期公演にて

武豊町生まれ。 35歳
衣浦小学校、富貴中学校、
大同大学大同高等学校 卒業
筒井工業株式会社社員。
武豊町民劇団TAKE TO YOU 代表

武豊町にも演劇文化を作る！

中山 真人 さん
Nakayama Masato

プロフィール

Vol.15

～町民インタビュー～

武豊とわたし

駅直結の劇場がほしい！
イベントがなくても人が集まるよう
な仕組み作り、喫茶店や作品展
示、音楽のイベントもできるような
劇場をぜひ再開発で！

教えて！どんな町になってほしいですか?
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見
や
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く
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ま
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に
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い
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ニ
バ
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愛
知
県
武
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12月

定
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会
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次
回
、1
8
7
号（
3
月
議
会
）は
5
月
１
日
発
行
予
定
で
す
。

▲2023年12月16日（土）武豊町地域交流センター2階 多目的ホールにて

住民対話集会
を開催しまし

た！

武豊町の未来
について意見

交換

16名の住民
と16名の議員

が参加

参加者の感想（アンケートより抜粋）
若い人が多くて楽しかったです。（70代男性）
託児があればまた来やすいですしとても助かります。（30代女性）
直接、議員の方とお話しできる機会がとてもよかったです。（50代女性）
おもしろい！またお願いします！（40代男性）

詳しい内容はこちら⇒

〒 470-2392 武豊町字長尾山２番地
☎ 0569－72－1111（議会事務局へ）
 gikai@town.taketoyo.lg.jp
 ホームページの入力フォームはこちら▶ 

▶議会へのご意見・ご感想はこちらへ
みなさんのご意見を気軽にお聞かせください。
郵送、電話、メール、ホームページから
受付しております。

こんなことを話し合いました！

1グ
ループ

2グ
ループ

3グ
ループ

5グ
ループ

4グ
ループ・ゴミのポイ捨て

・授乳、おむつ替え
  の施設整備
・多世代のイベント

・保育園の遊具
・部活動の地域移行
・ボランティアの
  拠点

・地産と食育
・外国人ボランティア
・公共施設での
  イベント開催

・空き家対策
・災害対応
・障がい者との交流

・中央公園の活用
・障がい児の保育園
  入所
・不登校家庭への
  対応




